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商標について 
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す。 
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⚫ その他、記載されている製品名、会社名およびサービス名はそれぞれの各社の商標または登録商標で
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免責事項 

⚫ 本ガイドの内容は 2020 年 8 月現在の情報であり、下記の製品リリースに基づいております。 

➢ UiPath Orchestrator v2020.4 

➢ UiPath High Availability Add-on 2.0 
 

⚫ 製品の新しいリリース、修正プログラムなどによって、本ガイドの説明と異なる動作・仕様となる可

能性がありますので、予めご留意ください。 

⚫ 本ガイドに含まれる情報は可能な限り正確を期しておりますが、 UiPath 株式会社の正式なドキュメン

トではありません。本ガイドに記載された内容に関して UiPath 株式会社は何ら保証していません。従

って、本ガイドに含まれる情報の利用はお客様の責任においてなされるものであり、UiPath はガイド

の内容によって受けたいかなる被害に関して一切の補償をするものではございません。 

⚫ 本ガイドは UiPath を法的に拘束する書類ではありません。UiPath はお客様に通知なくして、本ガイド

の内容の一部または全部を修正及びアップデートできます。 

⚫ お客様は UiPath および執筆者の書面の承諾なしで本ガイドを複製、修正、頒布できません。 
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1. はじめに 

 本文書の目的と対象読者 

⚫ 本文書では UiPath High Availability Add-on (以降 HAA と略す) のインストール手順について説明します。 

⚫ 対象読者には以下の知識を有していることを前提としています。 

➢ 利用するオペレーティングシステム(Windows Server, Linux)の操作方法についての一般的な知識 

➢ TCP/IP ネットワークについての一般的な知識 

➢ UiPath Orchestrator の概要、インストールおよび基本操作の知識 

 

 HAA の役割 

⚫ UiPath Orchestrator を Active-Active な冗長構成にする場合には、HAA または Redis のサーバーが必須と

なります。 

⚫ HAA (Redis) はインメモリ DB として動作し、セッション情報の管理、および DB 情報を一部キャッシュ

し、パフォーマンス向上に寄与します。更に HAA (Redis) そのものを冗長化させることも可能で、冗長

構成では Master から Slave にリアルタイムで同期されるため、DB 内の情報を永続化する必要はありま

せん。HAA の要件と役割については次のサイトもご参照ください。 

➢ https://docs.uipath.com/lang-ja/installation-and-upgrade/docs/orchestrator-prerequisites-for-
installation#high-availability-add-on 

⚫ Redis オープンソース版またはパブリッククラウドにおける Redis マネージドサービスと Orchestrator

を連携させることは技術的には可能ですが、Redis 本体は UiPath 社ではサポート対象外となります。 

⚫ HAA は、RedisLabs 社が提供する Redis オープンソースをベースとした商用版製品である Redis 

Enterprise を UiPath 社が OEM で提供する製品です。HAA のライセンスをご購入のお客様には UiPath 社

がテクニカルサポートを提供をしております。Redis 本体を含めた包括的なサポートが必要な場合に

は、HAA の導入を是非ご検討ください。 

⚫ HAA はトライアルライセンスの申込不要で 30 日間無償で試用することができます。ライセンスをご購

入いただき、トライアルにて構築した環境をそのまま本番利用することも可能です。まずはこのガイ

ドを元に実証検証していただくことを推奨いたします。ただしトライアル段階ではテクニカルサポー

トサービスは提供できない旨、ご了承ください。 

⚫ なお HAA を含めた Orchestrator の全体的な設計については「UiPath Orchestrator システムの基盤設計・

運用ガイド」をご参照ください。 

➢ https://www.uipath.com/ja/resources/knowledge-base/uipath-orchestrator-design-operation-guide 

  

https://docs.uipath.com/lang-ja/installation-and-upgrade/docs/orchestrator-prerequisites-for-installation#high-availability-add-on
https://docs.uipath.com/lang-ja/installation-and-upgrade/docs/orchestrator-prerequisites-for-installation#high-availability-add-on
https://www.uipath.com/ja/resources/knowledge-base/uipath-orchestrator-design-operation-guide
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 HAA 構成例 

⚫ 一部冗長化と完全冗長化の構成を例示します。 

➢ 一部冗長化 

 

 
 

 この構成のように HAA は 1 台で運用することもできますが単一障害点となります。 

 

 

➢ 完全冗長化 

 

 
 

 可用性を確保するには完全冗長化構成のように HAA を 3 台ノードで冗長構成にします。 

 HAA ライセンスはクラスタ単位となり、ノードが 1 台でも 3 台でも費用は同じです。 
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➢ 地理的冗長化 (ディザスタリカバリー構成) 

 

 
 

 2 つのデータセンターにそれぞれ Orchestrator 環境を構築し、ディザスタリカバリー (DR) 構成

を取ることも可能です。 

 HAA はデータセンターごとにクラスタを組み、両者は CRDB (Conflict-free Replicated Database) レ

プリケーションを使用して整合性を保ちつつデータベースの同期を行うことができます。 

 HAA ライセンスはクラスタ単位となりますので、この構成では 2 つの HAA ライセンスが必要と

なることに注意してください。 

 本文書では DR 構成のセットアップ手順については取り扱いませんので、詳細については次の

ガイドをご参照ください: https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/haa-

disaster-recovery-activeactive-installation 

  

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/haa-disaster-recovery-activeactive-installation
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/haa-disaster-recovery-activeactive-installation
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2. インストール前準備 

 システム要件とサーバー準備 

⚫ 次のサイトを参照しシステム要件を満たすサーバーマシンを準備します。パブリッククラウドのイン

スタンスを使用することも可能です。 

➢ https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/haa-hardware-and-software-requirements 

⚫ 本文書では HAA をインストールするホストとして CentOS 7.8 (Minimal Install) 、SSH クライアントは

Tera Term 4.105 を使用しています。 

➢ CentOS の基本的なインストール手順について Appendix. CentOS インストール手順 をご参照くださ

い。 

➢ RHEL (Red Hat Enterprise Linux) においても手順は同じになります。 

➢ SSH クライアントまたはコマンドプロンプト上で実行するコマンドは下記のようにグレーの背景で

表記します。 

chmod +x get-haa.sh 

⚫ HAA インストールには下記のユーザーおよび権限が必要となります。 

➢ root、または sudo でコマンド実行可能なユーザー 

➢ ユーザー作成権限 

⚫ 接続安定化のため固定 IP アドレスの使用を推奨します。 

⚫ HAA が使用するポートについては下記 Web サイトをご参照ください。HAA インストーラーが必要なフ

ァイアウォールポートを自動的に開放します。 

➢ https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/haa-hardware-and-software-
requirements#tcp-%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88 

⚫ 環境に応じて手順が分岐する部分は【HAA 冗長構成の場合】のように【】付きで示しています。 

⚫ HAA インストールの手順については Web ガイドもご参照ください。 

➢ https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/installation 

 

 DNS サーバーの設定 

⚫ HAA 冗長構成では DNS サーバーの NS レコードを使用して、HAA 接続のエンドポイントを個別の IP ア

ドレスではなく、たとえば redis-10000.haa-cluster.jplab.local:10000 のように一つに集約することができ

ます。このエンドポイントは現在マスターとなっている HAA ノードに自動的に名前解決されます。 

⚫ HAA 冗長化において DNS サーバーを使用しない場合には下記の手順をスキップします。 

https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/haa-hardware-and-software-requirements
https://www.centos.org/
https://osdn.net/projects/ttssh2/
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/haa-hardware-and-software-requirements#tcp-%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/haa-hardware-and-software-requirements#tcp-%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88
https://docs.uipath.com/installation-and-upgrade/lang-ja/docs/installation
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⚫ HAA 冗長化において DNS サーバーを使用する場合は、次の手順により NS レコードを作成します。こ

こでは Microsoft DNS サーバーを使用します。 

 

 
 

DNS マネージャーを開き、適切な前方参照

ゾーンにて「新しいホスト」をクリックし、

各 HAA ノードの A レコードを作成します。 

 

 

 

 
 

 
 

ホスト名と IP アドレスを入力します。 

3 つのノードに対して同じ手順を繰り返し、3

つの A レコードが作成されることを確認しま

す。 
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次に DNS マネージャーにて「新しい委任」

をクリックし、新しい委任ウィザードを開始

します。 

 

 

 

 
 

適切な「委任されたドメイン名」を指定しま

す。この値は HAA に接続されるエンドポイ

ントの一部に使用されるため、haa-cluster の

ように分かりやすい名前を付けます。 

 

ここで表示される完全修飾ドメイン名(FQDN)

を HAA インストール時に指定しますのでメ

モします。 

 

 

 

 
 
 

ネームサーバーを追加するために [追加] をク

リックします。 

 

HAA ノードそれぞれについて、上記手順にて

A レコードを作成した際に指定したホスト名

＋ドメイン名 (例: haa01.jplab.local) をサーバ

ーの完全修飾ドメイン名に入力し [解決] をク

リックします。検証済みが「OK」と表示さ

れることを確認し、[OK] をクリックします。 
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上記手順を 3 つのノードに対して繰り返し、

3 つのネームサーバーが追加されたことを確

認し、[次へ] をクリックします。 

 

 

 

 
 
 

委任ウィザードを完了します。 

 

 
 
 

委任が追加され 3 つの NS レコードが作成さ

れていることを確認します。 
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3. HAA インストール手順 

 HAA インストール前準備 

⚫ HAA をインストールする前準備の手順について説明します。冗長構成ではすべてのノードに対して本

節の手順を実行します。 

⚫ 以降、HAA ホストに SSH クライアントでアクセスした上で実行します。 

 

 
 

wget および net-tools をインストールします。(イン

ストールされていない場合) 

sudo yum install wget net-tools -y 

 

 
 
 
 
 
 

HAA は内部的に DNS サービスを使用するため、他

に DNS サービスが動作しているとインストール時

にエラーが発生します。次のコマンド DNS サービ

スの動作を確認します。 

sudo netstat -antp | grep LISTEN | grep :53 

(左画像の例では  “1628/dnsmasq” と表示され、PID 

1628 で dnsmasq がポート 53 でリッスンしているこ

とが分かります)  

DNS サービスを PID 指定により停止します。 

sudo kill <PID> 
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日本語ロケール環境ではインストール時にエラーが

発生する既知問題があるため、localectl を実行

し、System Locale が LANG=en_US.UTF-8 となってい

ることを確認します。 

en_US.UTF-8 以外の場合には次のコマンドを実行し

ます。 

export LANG="en_US.utf8" 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

swap を無効化します。 

sudo swapoff -a 

sudo sed -i.bak '/ swap / s/^(.*)$/#1/g' 
/etc/fstab 

 

作業ディレクトリを作成します。 

mkdir /tmp/haa 

cd /tmp/haa 

 

【インターネット接続が可能な環境】では HAA イ

ンストール用スクリプトをダウンロードし、実行権

限を付与します。 

wget 
http://download.uipath.com/haa/2020/2.0/get-
haa.sh 

chmod +x get-haa.sh 

 

次に 「3.2  1 台目の HAA インストール」を実行しま

す。 
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【インターネット接続不可の環境】では下記の前提

条件のパッケージをあらかじめインストールしま

す。 

⚫ cyrus-sasl-md5 

⚫ cyrus-sasl-scram 

⚫ cyrus-sasl-plain 

⚫ cyrus-sasl 

⚫ boost-program-options 

 

これらを CentOS のインストールメディア (CentOS-

7-x86_64-DVD-2003.iso) からインストールする手順

について説明します。メディアをあらかじめ挿入し

ます。 

コマンドでメディアをマウントします。 

sudo mkdir /mnt/cdrom 

sudo mount -t iso9660 /dev/cdrom /mnt/cdrom 

 

上記のパッケージを rpm コマンドでインストール

します。パッケージファイル名は OS バージョンに

よって異なる点に注意してください。下記は

CentOS 7.8 での例です。 

cd /mnt/cdrom/Packages 

sudo rpm -ivh cyrus-sasl-md5-2.1.26-
23.el7.x86_64.rpm cyrus-sasl-scram-2.1.26-
23.el7.x86_64.rpm cyrus-sasl-plain-2.1.26-
23.el7.x86_64.rpm cyrus-sasl-2.1.26-
23.el7.x86_64.rpm boost-program-options-
1.53.0-28.el7.x86_64.rpm 

 

メディアをアンマウントします。 

cd /tmp/haa 

sudo umount /mnt/cdrom 
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インターネット接続されたマシンで次のファイルを

ダウンロードします。 

http://download.uipath.com/haa/2020/2.0/get-haa.sh 

http://download.uipath.com/haa/2020/2.0/haa-
2.0.0.tar.gz 

get-haa.sh をエディタで開き、61 行目を下記のよう

にコメントアウトし保存します。 

#wget http://download.uipath.com/haa/2020/2.0/haa-
2.0.0.tar.gz 

WinSCP などを使用して HAA ホストに接続し、get-

haa.sh と haa-2.0.0.tar.gz を/tmp/haa にコピーしま

す。 

 

 

 

 

 

 
 

HAA ホストにて SSH クライアントでアクセスした上

で次のコマンドによりインストール用スクリプトに

実行権限を付与します。 

chmod +x get-haa.sh 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

http://download.uipath.com/haa/2020/2.0/get-haa.sh
http://download.uipath.com/haa/2020/2.0/haa-2.0.0.tar.gz
http://download.uipath.com/haa/2020/2.0/haa-2.0.0.tar.gz
https://ja.osdn.net/projects/winscp/
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 1 台目の HAA インストール 

⚫ 前節の続き、HAA ホストに SSH クライアントでアクセスした上で実行します。 

 
 

 
 
 
 

1 台目の HAA をインストールします。 

【DNS サーバー未使用時】[admin-email] には

管理者のメールアドレス、[haa-password] に

は HAA 管理コンソールにログインするため

のパスワードを指定します。 

sudo sh get-haa.sh -u [admin-email] -p 
[haa-password] 

[haa-password] に $ などのシェル特殊文字を

使用する場合にはシングルコーテーションで

囲みます。 

(例) sudo sh get-haa.sh -u haa-

admin@example.com -p 'pa$$w0rd!' 

【DNS サーバー使用時】管理者のメールアド

レスに加えて委任ウィザードによって作成し

た完全修飾ドメイン名を [haa-

cluster.example.com] に指定します。 

(例) sudo sh get-haa.sh -u haa-

admin@example.com -p 'pa$$w0rd!' -d 
haa-cluster.example.com 

 

 
 

左画像のようにメッセージが表示された場合

には正常にインストールされています。 

途中エラーが発生する場合には、 5. トラブ

ルシューティング をご参照ください。 

【HAA シングル構成の場合】には、 3.4 HAA

管理コンソールでの操作 を参照の上、HAA

管理コンソールでの操作を行います。 
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 2 台目以降の HAA インストール 

⚫ 【HAA 冗長構成の場合】には 2 台目以降においても 3.1 HAA インストール前準備 を実行し、以降、

HAA ホストに SSH クライアントでアクセスした上で実行します。 

 

 
 
 

2 台目の HAA をインストールします。 

[admin-email] には管理者のメールアドレス、

[haa-password] には HAA の管理コンソールの

ログインするためのパスワードを、1 台目の

インストール時と同じものを指定します。 

【DNS サーバー未使用時】[haa01-ip-address] 

には 1 台目の HAA ホストの IP アドレスを指

定します。 

sudo sh get-haa.sh -u [admin-email] -p 
[haa-password] -j [haa01-ip-address]  

【DNS サーバー使用時】委任ウィザードによ

って作成した完全修飾ドメイン名を [haa-

cluster.example.com] に指定します。 

(例) sudo sh get-haa.sh -u haa-

admin@example.com -p 'pa$$w0rd!' -d 
[haa-cluster.example.com] -j [haa01-
ip-address] 

 

 
 

2 台目のインストール成功時には左画像のよ

うにメッセージが表示されます。 

3 台目の HAA も 2 台目と同様の手順でインス

トールします。 
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2 台目、3 台目インストール時に左画像のよ

うに {"description":"Cannot allocate nodes for 

slave 
shards","error_code":"insufficient_resources","e
rror_details":{"error":"cannot_allocate_nodes_fo

r_shards"}} というメッセージが表示される場

合があります。 

ハイパーバイザー環境上の HAA ホストに十

分なメモリが割り当てられない場合にこのエ

ラーが発生することがあります。その際には

仮想マシンにあらかじめメモリを予約して割

り当てるようにハイパーバイザー上で設定変

更します。 

その上で 3.4 HAA 管理コンソールでの操作を

実行した後、 3.5 HAA 管理コンソールでの冗

長構成確認 で DB のレプリケーション設定を

行います。 
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 HAA 管理コンソールでの操作 

⚫ 以降、ブラウザーで操作します。 

 

 
 

ブラウザーで https://[haa-ip-address]:8443 に

アクセスし、管理コンソールを開きます。 

[haa-ip-address]は HAA ホストの IP アドレス 

(冗長構成の場合は 1 台目) を指定します。 

インストール時に指定した[admin-email]と

[haa-password]を指定してログインします。 

【DNS サーバー使用時】FQDN を使用してア

クセスすることができます。(例: https://haa-

cluster.jplab.local:8443) 

 

 
 

[databases] をクリックし、DB が正常に作成

されていることを確認します。 

 

 
 

[nodes] をクリックし、ノードの Status がグ

リーンであることを確認します。 

【HAA 冗長構成の場合】にはすべてのノード

が表示されることを確認します。 
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HAA ライセンスをお持ちの方は次の手順でラ

イセンスをインストールします。 

[settings] > general > Cluster key に入手したラ

イセンスコードを入力して Save します。 

 

 
 
 

下記のページより、それぞれのメトリックス

をリアルタイムで確認することができます。 

⚫ クラスタ状態: [cluster] > metrics 

⚫ ノード状態: [nodes] > (ノード選択) > 

metrics 

⚫ DB 状態: [databases] > (DB 選択) > metrics 

 

⚫ 【HAA シングル構成の場合】は、次に 4. Orchestator の HAA 接続設定 を参照し、Orchestrator ホストに

て HAA の接続設定を行います。  
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 HAA 管理コンソールでの冗長構成確認 

⚫ 【HAA 冗長構成の場合】は正常に構成されているかを確認します。以降、ブラウザーで操作します。 

 

 
 

ブラウザーで https://[haa01-ip-address]:8443 

にアクセスし、管理コンソールを開きます。 

[haa01-ip-address]は HAA ホスト 1 台目の IP

アドレスを指定します。 

インストール時に指定した[admin-email]と

[haa-password]を指定して、ログインしま

す。 

 

【レプリカあり】 

 

 

【レプリカなし】 

 
 
 

[nodes] をクリックし、3 つのノードの Status

がグリーンであることを確認します。 

次に Shards フィールドを確認します。 

左画像の【レプリカあり】のように node 1 

では 1、node 2 または node 3 が 1 となってい

れば DB が正常に冗長化されています。 

【レプリカなし】のように node 1 では 1、

node 2 も node 3 も 0 となっている場合には

DB が冗長化されていません。次の手順を実

行します。 
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[databases] をクリックし、"uipath-

orchestrator" という名前の DB をクリックし

ます。 

 

 
 
 
 
 
 
 

[configuration] をクリックし、画面下の Edit

をクリックします。  
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Replication のチェックをオンにし、Update を

クリックします。 

 

ハイパーバイザー環境上の HAA ホストに十

分なメモリが割り当てられない場合に 

"Cannot allocate nodes for shards." というエラ

ーが発生することがあります。その際には仮

想マシンにあらかじめメモリを予約して割り

当てるようにハイパーバイザー上で設定変更

します。 

 

 

 

[nodes] をクリックし、Shards フィールドを

再度確認します。 

node 1 では 1、node 2 または node 3 が 1 と

なっていれば DB が正常に冗長化されていま

す。 

 

 

 

 
 

【DNS サーバー使用時】[database] > uipath-

orchestrator > configuration をクリックし、

Endpoint をメモします。この値は

Orchestrator から HAA 接続の設定を行う際に

使用します。 

なおこの Endpoint は現在マスターとなって

いる HAA ノードの IP アドレスに名前解決さ

れます。マスターダウン時には次にマスター

に昇格されたノードに名前解決されるため、

自動的にフェールオーバーされます。 

⚫ 次に 4. Orchestator の HAA 接続設定 を参照し、Orchestrator ホストにて HAA の接続設定を行います。 
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 HAA アンインストール 

⚫ HAA インストールや設定が正常終了しなかった場合など、HAA をアンインストールするには、次の手

順を実行します。以降、HAA ホストに SSH クライアントでアクセスした上で実行します。 

 

 
 
 
 
 
 

HAA がインストール済みかは次のコマンドで

確認します。インストール済みの場合には左

画像のように一覧表示されます。  

yum list installed | grep redislabs 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

HAA アンインストールを実行するには次のコ

マンドを実行します。 

sudo yum remove redislabs -y  

 

Complete! と表示されることを確認します。 

  



 
 

 
 
 
 

 

UiPath High Availability Add-on インストールガイド [2020.4 対応版] 24 

 

 

4. Orchestrator の HAA 接続設定 

⚫ Orchestrator で HAA に接続する設定を行うには、Orchestrator ホストに管理者でログインして次の手順

を実行します。 

 

【DNS サーバー未使用時】 

 
 
 

【DNS サーバー使用時】 

 

Windows 版 Redis の ダウンロードサイト から zip ファ

イルをダウンロードし、ローカルディレクトリに解凍

します。redis-cli コマンドを使用して HAA への疎通確

認を行います。 

【DNS サーバー未使用時】[haa-ip-address]には HAA の

IP アドレス、[haa-password]には HAA のパスワードを

指定します。HAA サービスはポート 10000 でリッス

ンするため -p でポート番号を指定します。 

redis-cli -h [haa-ip-address] -p 10000 -a 
[haa-password] ping  

 

正常接続された場合には "PONG" が返されます。 

【DNS サーバー使用時】[haa-ip-address] の代わりにデ

ータベースのエンドポイントを指定して  "PONG" が返

されることを確認します。 

 
 

 
 

 

【HAA シングル構成の場合】Orchestrator の

Web.config (C:\Program Files (x86)\UiPath\Orchestrator 

配下) を下記のように設定します。 

<add key="LoadBalancer.Redis.ConnectionString" 
value="[haa-ip-address]:10000,password=[haa-password] 
" /> 

 

【HAA 冗長構成の場合】かつ【DNS サーバー未使用

時】には Web.config は次のように 3 ノードの IP アド

レスをそれぞれ指定します。 

<add key="LoadBalancer.Redis.ConnectionString" 
value="[haa01-ip-address]:10000,[haa02-ip-
address]:10000,[haa03-ip-address]:10000,password=[haa-
password]" /> 

https://github.com/microsoftarchive/redis/releases/tag/win-3.2.100
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【HAA 冗長構成の場合】かつ【DNS サーバー使用

時】には Web.config は次のようにデータベースのエ

ンドポイントを指定します。 

<add key="LoadBalancer.Redis.ConnectionString" 
value="redis-10000.haa-
cluster.jplab.local:10000,password=[haa-password]" /> 

 

 

 

 
 

 

【Orchestrator v2020.4 以降の場合】には、

appsettings.Production.json (C:\Program Files 

(x86)\UiPath\Orchestrator\Identity 配下) も編集する必

要があります。Web.config で設定した接続文字列を下

記箇所に指定します。 

"LoadBalancerSettings": { 

  "RedisConnectionString": [haa-ip-address]:10000, 
password=[haa-password]", 

  "UseRedis": "true" 

} 

 

【HAA 冗長構成の場合】かつ【DNS サーバー未使用

時】は 3 つの IP アドレスを指定します。 

 

【HAA 冗長構成の場合】かつ【DNS サーバー使用

時】はデータベースのエンドポイントを指定します。 
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IIS マネージャーを使用して、UiPath Orchestrator サイ

トを再起動します。 

Orchestrator のすべてのノードで上記設定を実行しま

す。 

 

ブラウザーで Orchestrator 管理コンソールを開き、正

常にログインできることを確認します。 
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5. トラブルシューティング 

⚫ これまでに HAA で発生した事例を元に原因と解決策の例をいくつか示します。 

 HAA インストール時のエラー 

5.1.1 Permission denied 

 

⚫ エラーメッセージ: ./install.sh: line 62: /var/opt/redislabs/log/install.log: Permission denied 

⚫ 原因: get-haa.sh 実行ユーザーの権限不足 

⚫ 解決策:  「3.2  1 台目の HAA インストール」の手順通り sudo または root で get-haa.sh を実行します。 

 

5.1.2 No such file or directory 

 

⚫ エラーメッセージ: ./install.sh: line 62: /var/opt/redislabs/log/install.log: No such file or directory 
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⚫ 原因: DNS サービスが動作している 

⚫ 解決策:  一旦 HAA をアンインストールした後、 sudo netstat -antp | grep LISTEN | grep :53 

を実行し、ポート 53 でリッスンしている DNS サービスを PID 指定により停止 (sudo kill <PID>) し

た後、再度 HAA インストールを実行します。 

それでも解決できない場合には get-haa.sh を --verbose オプション付き (sudo sh get-haa.sh -u 

[admin-email] -p [haa-password] --verbose) で実行し詳細なインストールログを表示します。 

 

5.1.3 そのようなファイルやディレクトリはありません 

 

⚫ エラーメッセージ: ./install.sh: 行 62: /var/opt/redislabs/log/install.log: そのようなファイルやディレクト

リはありません 

⚫ 原因: 日本語ロケールを使用している。 

⚫ 解決策: export LANG="en_US.utf8" を実行し、ロケールを英語に変更した後、再度 HAA インストー

ルを実行します。 
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5.1.4 Creating UiPath database… HTTP/1.1 406 NOT ACCEPTABLE   

 

⚫ エラーメッセージ:  1 台目インストール時「Creating UiPath database... HTTP/1.1 406 NOT ACCEPTABLE」 

⚫ 原因: メモリ不足など 

⚫ 解決策: get-haa.sh は HAA インストール後、HAA の API を使用して 2GB のインメモリデータベースを作

成します。このため HAA ノードに十分なメモリが確保されていない場合にエラーとなります。 

システム要件に記載の通り、最低でも 6GB メモリが割り当てられていることを確認します。 

またハイパーバイザー環境では HAA のゲスト OS 用にメモリを予約することもご検討ください。 

メモリを増設した場合には、一旦 HAA をアンインストールした後、再度 HAA インストールを実行しま

す。 

 



 
 

 
 
 
 

 

UiPath High Availability Add-on インストールガイド [2020.4 対応版] 30 

 

 

5.1.5 Creating cluster... Connection refused 

 

⚫ エラーメッセージ: Creating cluster... curl: (7) Failed connect to 127.0.0.1:9443; Connection refused 

⚫ 原因: HAA 再インストール時に 十分なリソースが確保されていない場合に発生 

⚫ 解決策:  一旦 HAA をアンインストールした後、不要なリソースを解放するために OS 再起動 (sudo 

reboot) を実行し、HAA インストールを再試行します。 

 

 デバッグ情報収集 

⚫ ライセンスをご購入のお客様にはテクニカルサポートサービスを提供しております。上記以外のエラ

ーが発生する場合または自己解決できない場合には、次の情報を取得し UiPath カスタマーサポートま

でご連絡ください。 

1. インストールを verbose モードで実行 (sudo sh get-haa.sh -u [admin-email] -p [haa-

password] --verbose) し、メッセージをテキストにコピーしたもの。(以下例) 

[haa-admin@haa01]$ sudo sh get-haa.sh -u haa-admin@example.com -p 'pa$$w0rd!' --verbose 

Configuring High Availability Add-On for Orchestrator 

Downloading High Availability Add-On for Orchestrator 

--2020-08-03 10:45:05--  http://download.uipath.com/haa/2020/2.0/haa-2.0.0.tar.gz 

Resolving download.uipath.com (download.uipath.com)... 104.19.251.9, 104.19.252.9, 
2606:4700::6813:fb09, ... 

https://www.uipath.com/ja/company/customer-support
https://www.uipath.com/ja/company/customer-support
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Connecting to download.uipath.com (download.uipath.com)|104.19.251.9|:80... connected. 

HTTP request sent, awaiting response... 301 Moved Permanently 

Location: https://download.uipath.com/haa/2020/2.0/haa-2.0.0.tar.gz [following] 

--2020-08-03 10:45:05--  https://download.uipath.com/haa/2020/2.0/haa-2.0.0.tar.gz 

Connecting to download.uipath.com (download.uipath.com)|104.19.251.9|:443... connected. 

HTTP request sent, awaiting response... 200 OK 

Length: 66129920 (63M) [application/x-gzip] 

Saving to: ‘haa-2.0.0.tar.gz 

～中略～ 

Creating cluster... 

curl: (35) Unknown SSL protocol error in connection to 127.0.0.1:9443 

Creating UiPath database... 

curl: (35) Unknown SSL protocol error in connection to 127.0.0.1:9443 

Installation and Configuration of High Availability Add-On for Orchestrator is finished. 

 

2. SSH クライアントで HAA ホストにアクセスし、次のコマンドでデバッグ情報を/tmp に生成します。 

sudo /opt/redislabs/bin/rladmin cluster debug_info 

 

 

 WinSCP などを使用して、生成された /tmp/debuginfo.*.tar.gz を HAA ホストから転送します。 

 

 
  

https://ja.osdn.net/projects/winscp/
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Appendix. CentOS インストール手順 

⚫ 本節では CentOS の基本的なインストール手順について説明します。詳細なインストール手順について

は各種 Web サイトをご参照ください。 

⚫ なお UiPath 社は OS インストールについてはサポートいたしません。あらかじめご了承ください。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

まず CentOS サイトより CentOS 7.x のインス

トールメディア (*.iso) をダウンロードしま

す。ここでは Minimal を使用しますが、お客

様の OS 運用方針に応じて必要なメディアを

ご使用ください。なお現在のところ HAA は

CentOS 8.x には対応しておりません。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

CentOS インストールメディアでマシンを起

動し、インストールを実行します。 

https://www.centos.org/download/
https://www.centos.org/download/
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OS 言語は英語を推奨します。 

 

 
 

INSTALLATION SUMMARY にて一番の下の 

NETWORK & HOST NAME をクリックします。 

 

 
 
 

Ethernet 接続を ON にします。 

Configure をクリックします。 
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IPv4 Settings にて固定 IP の設定 (Method: 

Manual) を推奨します。 

 

 
 

IPv6 Settings にて IPv6 を無効化 (Method: 

Ignore) することを推奨します。 

Save をクリックします。 

 

 
 
 

元の NETWORK & HOST NAME 画面にてホスト

名を指定し Apply をクリックします。 

Done をクリックします。 
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INSTALLATION SUMMARY にて DATE & TIME を

クリックします。 

 

 
 

Region: Asia, City: Tokyo を選択します。 

Network Time を ON にし、歯車をクリックし

ます。 

 

 

 
 
 

各 NTP サーバーの Use チェックボックスを

オンにし、OK をクリックします。 

Done をクリックします。 
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必要に応じて KEYBOARD LAYOUT をクリック

し、[+] にて日本語キーボード (Japanese) を追

加します。 

Done をクリックします。  

 

 

 
 

INSTALLATION DESTINATION をクリックし、デ

ィスクのパーティショニングを方法を選択し

ます。ここでは自動を選択していますが、必

要に応じて手動でパーティショニングしま

す。 

 

 
 
 

Begin Installation をクリックし、インストー

ルを開始します。 
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ROOT PASSWORD をクリックします。 

 

 
 

root ユーザーのパスワードを設定します。 

Done をクリックします。 

 

 
 
 

USER CREATION をクリックし、ユーザーを作

成するためにユーザー名とパスワードを指定

します。 

sudo 実行できるように “Make this user 

administrator” をオンにすることを推奨しま

す。 

Done をクリックします。 
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インストール完了後、Reboot をクリックし

再起動します。 

インストールメディアをマシンから取り出し

ます。 

 

 
 

DHCP 環境など IP アドレスが不明な場合に

は、ユーザーアカウントでログインし ip 

addr コマンドにて IP アドレスを確認しま

す。 

 

 
 

SSH クライアントを使用して HAA ホストにア

クセスします。 

 

以上 

 


